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図６　ゴム業界における売上高と特許件数の関係
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図９　自動車業界における売上高と特許件数の関係
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合させてイノベーションを興す
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，この逆転の発想がアクティブ
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・イノベーションである
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業界の縛りや国からの拘束による重力から業界を解き放させ，業界が持つ時間の遅れを解消し，
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時間の流れを速くする
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52，53）（crowd-sourcing）は，インターネットを利用してあらゆる業界の
企業と人材をマッチングする人材活用のための雇用システムである。これを使えば，世界中に
散らばる各専門分野のキーパーソンの頭脳をリンクさせ，グローバルなソリューションネット
ワークを構築することも夢ではなくなる。個々の専門家だけでは想像もできなかったイノベー
ションが生まれる可能性が高い。米国政府はクラウドソーシングを活用したイノベーションを
積極的に推奨している。これを活用して各種の業界や職種から研究開発人材を採用し，研究開
発のスピードや生産性を向上させ，オープンイノベーションに成功する企業が現れている。企
業内で解決できなかった課題をクラウドソーシングで集めた多様な人材が比較的容易に解決す
ることを経験した結果，日本でも異業界からの人材移動が活発化している。今後，クラウドソー
シングが業界ボーダレスをますます加速することは間違いない。
　ところで，外国人の居住比率は，ドバイ83％，トロント45％，シンガポール35％，ニューヨー
ク33％であり，発展する都市は自国民に拘らず，積極的に外国人を活用する姿勢が見られる。
しかし，東京の外国人の居住比率は４％と極端に低い。グローバル化が叫ばれる現在でも，日
本は外国人居住比率において鎖国に近い状況を脱しきれていない54）。このため，多くの日本企
業では日本人だけで考案し日本固有のルールで仕事を行うため，日本でしか通用しないサービ
スやガラパゴス化製品が横行している。それらは外国人には不人気で話題にすらならない場合
52）矢野経済研究所［2013］「クラウドソーシング市場に関する調査結果2013」「クラウドソーシング市場規模
予測（年度）44億円（2011），106億円（2012），246億円（2013），391億円（2014），618億円（2015）」
53）吉田浩一郎［2014］「クラウドソーシングでビジネスはこう変わる」ダイヤモンド社「クラウドソーシング
は，ウェブ上の開かれた外部のネットワークを通して，世界中の群衆（クラウド）へ委託（ソーシング）
する新しいワークスタイルである。オーディスク（oDesk）は，年間400億円の発注額で，米国全体では
2013年で約3000億円。2105年には１兆円市場になる予想。オーディスクは，週30時間以上の仕事の発注が
特定のワーカーに対して，オーディスクがそのワーカーの社会保障の一部を負担する。従来の人材派遣会
社は，営業マンが仲介手数料を取っていた。その人件費を回収するためにも，一定額以上の契約が必要であっ
た。クラウドソーシングは，営業マンなしで，世界中の人材のスキルと空き時間をインターネット上で見
える化し，企業は気軽に発注することが可能になった。」
 「2010年，オバマ大統領が各省庁に，オープンイノベーションのためのクラウドソーシングを新たなツール
とするように通達を出した。企業は社内の人材以外の多彩な人材を活用して，イノベーションを興すこと
が大統領の狙い。クラウドソーシングは，開発，デザイン，ライター，事務，秘書，ユーザーサポート，
カメラマン，法律，会計，コンサルタントなどのジェネラル型。写真，翻訳，ロゴ開発などの特殊分野に
特化したジャンル型。企業のオープンイノベーションの支援する研究開発型。」
 「クラウドソーシングがもたらす変化：①もたざる経営が進む。②イノベーションが加速する。③多様で柔
軟な働き方が実現する。④仕事において個人の結びつきが重要になる。」
54）日本経済新聞［2014年４月29日］「モノやカネの自由化は進んだがヒトの開国は苦手分野。労働力人口に占
める外国人比率は1.1％。米国（16.2％），ドイツ（9.4％），韓国（2.2％）」
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が多い。ダイバーシティのないところからグローバルなイノベーションは生まれない。
　グローバル企業における従業員の多国籍化は顕著であり，在日外国人の採用が活発化してい
る。なかでも，日本の大学で学ぶ外国人留学生は，母国語と日本語のバイリンガルであるだけ
でなく，両国とのビジネスがスムーズに行え，海外進出や外国との取引に有利などの理由から，
積極的に採用を増やす企業が多い。2011年度のパナソニックの新卒採用の８割が外国人であり，
ユニクロも2012年度採用の８割が外国人である。
　武田薬品は外国人社長（英グラクソ・クライン幹部のクリストフ・ウェバー）の起用を決め
た。武田薬品の売上高の海外比率は５割を超え，従業員の３分の２が外国人であり，武田薬品
の最高意思決定機関であるグローバル・リーダーシップ・コミッティは９人中５人が外国人で
ある55）。外国人トップを経験した企業は，日産自動車，マツダ，三菱自動車，ソニー，日本板
硝子，オリンパスがある。自動車業界も医薬品業界も世界需要に占める新興国の割合は６～７
割に達しており，日本人だけの視点で世界戦略を考えるのは不可能な状況になっている。
　専門と専門を結合させる学際的な研究開発は，シナジー効果を生み出す可能性が高く，多く
の分野で活発化している。また，文系と理系のダイバーシティや文理融合の人材による研究開
発は，イノベーションのためには最も大切なことである56）。理系出身者が文系を勉強し，逆に
文系出身者が理系を学び，専門分野を転換した後，転職する例もある。専門分野を変更したこ
とで成功した例は多い。ちなみに，進化論で有名なチャールズ・ダーウィンはキリスト教神学
から生物学に転向し，DNAの二重らせん構造で有名な生物学者フランシス・クリックは物理
学を学んだときのＸ線解析技術を利用し，いずれも大成功している。
　一部の日本企業は，業界ボーダレス化を目論んで，異業種からの転職者や外国人を受け入れ，
企業自体を多様化しようとしている。極めて大きな環境の変化に対応するには，企業自体の拡
大や成長ではなく，企業の多様化を推進し，新たな種に生まれ変わることが必要となる。多様
化による新たな種への変化は従来の多角化とは異なる。つまり，業界ボーダレスは，ひとつの
企業に多くの業態を持ち企業を拡大することではなく，今までの業界から新たな業界に移り変
わることを意味する。生物の世界も個体の変化ではなく，集団としての種の変化の方が生き残
る可能性が高いように，それぞれの企業の変化ではなく，業界の変化が優先されるべきである。
厳しい環境は，新たな生物の種を生み出し，イノベーティブな業界を誕生させる。
　以上のように，企業進化速度を速め，イノベーション・タイムラグを短縮化し，業界ボーダ
レスを加速させ，それらを活用したアクティブ・イノベーションを実践することが，日本にイ
ノベーションを興す唯一の道であると確信する。
55）日本経済新聞［2013年12月１日］
56）大谷和利［2012］「アップルの未来」アスキー新書「アップル社内でリーダー的立場になるには，スティー
ブ・ジョブズがそうであったように，文系と理系の両方の知識を併せ持つことが望ましい。」
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６章　まとめ
　イノベーションに及ぼす企業進化速度と業界ボーダレスの影響について研究した結果，次の
ことが分かった。
１） 企業進化速度は業界ごとに大きく異なる。進化を加速させる業界とほとんど進化しない業
界が混在しており，企業進化速度の相違は最大130倍ある。
２） 業界には異なった重力が存在し，重力の大きな業界は時間がゆっくり進み，重力の小さい
業界は時間が速く進む。時間の流れを遅滞させる重力の役目は，業界の拘束や縛りの強さ
で決まる。製紙業界，建設業界，ゴム業界，鉄鋼業界，硝子業界，造船業界，印刷業界，
パチンコ機業界は大きな重力を持っており，業界内の時間がゆっくり進む。一方，ネット
ビジネス業界，医薬品業界，自動車業界の重力は小さく，業界を流れる時間は速く進むと
考えられる。
３） ネットビジネス業界，医薬品業界，自動車業界の３業界は企業進化速度が非常に速い。こ
れらの業界は基本発明を主体とする攻撃型研究開発を特徴とする。
４） 製紙業界，建設業界，ゴム業界，鉄鋼業界，硝子業界の５業界は，企業進化速度が比較的
速い。これらの業界は攻守両面型研究開発を特徴とする。
５） 造船業界，印刷業界，パチンコ機業界の３業界は，企業進化速度が比較的遅い。これらの
業界は防衛特許が比較的多く，防衛型研究開発を特徴とする。
６） 研究開発に積極的な業界と消極的な業界が存在するため，業界ごとに研究開発費は大きく
異なる。これは業界ごとに企業進化速度が異なる原因となっている。
７） イノベーション・タイムラグが業界で大きく異なる。企業進化速度の速い業界はイノベー
ション・タイムラグが短い。そのため，企業進化速度の速い業界では，情報創造連鎖を興
し，イノベーションが頻発する。
８） 高速で進む技術革新と激しく変化する社会がタイミング良く巡り合うことが，イノベー
ションを興すことである。このとき，イノベーション・タイムラグや企業進化速度を人為
的に制御するアクティブ・イノベーションが重要になる。
９） 談合，業界標準の乱用，行政指導，許認可権，国家プロジェクトなどが業界を拘束し，企
業進化速度を減速させる。
10） 企業が所属する業界の壁を越えて他の業界や今まで存在しなかった新たな業界に移動する
業界ボーダレスが頻発している。これは企業進化を加速する役割を持っている。
11） 業界ボーダレスは，業界ごとの企業進化速度を破壊し，新たな企業進化速度を誕生させる。
そのとき，遅い企業進化速度は淘汰されるため，生き残る企業進化速度は以前の企業進化
イノベーションに及ぼす企業進化速度と業界ボーダレスの影響
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速度より速くなる。業界ボーダレスは業界の縛りや国の拘束による重力から業界を解放さ
せ，業界が持つ時間の遅れを解消する。
12） 業界ボーダレスは，イノベーションに大切なダイバーシティを加速させる。なかでも，ク
ラウドソーシングを利用した異業種からの人材活用が活発になっている。
13） スーパー・コンピュータを駆使したシミュレーションは，自動車業界における衝突実験や
風洞実験などの開発スピードを高め，医薬品の研究開発では莫大な時間と開発費用の削減
に寄与し，企業進化を加速させている。
14） 自動車業界に参入したいネットビジネス業界とネット技術を活用したい自動車業界は，競
争と協調を繰り返して未来のスマートカーの覇者を決めていくことになる。
参考文献
≪知的財産関連≫
ヘンリー幸田［2013］「なぜ，日本の知財は儲からない」レクシスネクシス・ジャパン
角川歴彦［2013］「グーグル，アップルに負けない著作権法」角川選書
佐久間健［2013］「特許と危機管理　アップルとサムスンの特許を巡る武闘裁判」芙蓉書房
阿刀田高［2013］「知的創造の作法」新潮社
渡辺惣樹［2012］「TPP知財戦争のはじまり」草思社
特許庁監修［2010］「事業戦略と知的財産マネジメント」発明協会
帝国データバンク［2010］「知的財産の価値評価を踏まえた特許等の活用の在り方に関する
調査研究報告書～知的財産（資産）価値及びロイヤルティ料率に関する実態把握～」
オウビョンソク［2009］「特許価値戦略」発明協会
広瀬義州［2006］「特許権価値評価モデル」東洋経済
吉藤幸朔［1997］「特許法概説」有斐閣
紋谷暢男［1997］「無体財産権法概論」有斐閣
≪イノベーション関連≫
谷川史郎［2014］「2020年の日本　革新者の時代」東洋経済
倉重英樹［2014］「シグマクシス経営論Ｚ」日経BP
エリック・シュミット，ジャレッド・コーエン著，櫻井祐子訳［2014］「第五の権力」ダイヤンド社
桃田健史［2014］「アップル，グーグルが自動車産業を乗っとる日」洋泉社
K・ケリー著　服部桂訳［2014］「テクニウム　テクノロジーはどこへ向かうのか？」みすず書房
ジェイムズ・グリック著，楡井浩一訳［2014］「インフォメーション情報技術の人類史」新潮社
川北蒼［2014］「スティーブ・ジョブズがデザインしていた未来」総合法令出版
内閣府編［2013］「科学技術イノベーション総合戦略」経済産業調査会
古森重隆［2013］「魂の経営」東洋経済新報社
小林雅一［2013］「クラウドからAIへ」朝日新書
スティーブン・ジョンソン著，松浦俊輔訳［2013］「イノベーションのアイデアを生み出す七つの法則」日経
BP社
環太平洋圏経営研究　第16号
- 46 -
森博嗣［2013］「常識にとらわれない100の講義」大和書房
山口周［2013］「世界で最もイノベーティブな組織の作り方」光文社
金子智朗［2013］「合理性を超えた先にイノベーションは生まれる」クロスメディア・パブリッシング
ビジネス哲学研究会［2013］「心に響く名経営者の言葉」PHP研究所
瀧井宏臣［2013］「ダントツ技術」祥伝社
企業と社会フォーラム編［2013］「持続可能な発展とイノベーション」千倉書房
ジェイムズ・マキベェイ，プレシ南日子訳［2013］「DIGITAL DISRUPTION」実業之日本社
芝浦工業大学MOT編［2013］「戦略的技術経営入門」芙蓉書房出版
齊藤ウィリアム浩幸［2013］「その考え方は「世界標準」ですか？」大和書房
生稲史彦［2012］「開発生産性のディレンマ」有斐閣
上村輝之［2012］「なぜ日本でiPhoneが生まれなかったのか？」幻冬舎
雨宮寛二［2012］「アップル，アマゾン，グーグルの競争戦略」NTT出版
大谷和利［2012］「アップルの未来」アスキー新書
佐藤健太郎［2010］「医療クライシス」新潮社
枝川公一［2010］「これならわかる！ドラッカー思考」PHP文庫
高野豊弘［2009］「研究開発における創造性」白桃書房
村山博［2008］「経営情報技術とイノベーション」星雲社
野家啓一［2008］「パラダイムとは何か」講談社
黒川清［2008］「イノベーション思考法」PHP新書
村山博［2006］「情報創造型企業　情報創造連鎖の法則と創造型人材の活用」ふくろう出版
酒井邦嘉［2006］「科学者という仕事　独創性はどのように生まれるか」中公新書
新藤宗幸［1992］「行政指導　官庁と業界のあいだ」岩波新書
トーマス・クーン著，中山茂訳［1971］「科学革命の構造」みすず書房
≪ダイバーシティ関連≫
吉田浩一郎［2014］「クラウドソーシングでビジネスはこう変わる」ダイヤモンド社
荒金雅子［2013］「多様性を活かすダイバーシティ経営」日本規格協会
池谷裕二［2013］「単純な脳，複雑な「私」」講談社
志賀敏宏［2012］「イノベーションの創発プロセス研究」文眞堂
デヴィッド・スターク，中野勉・中野真澄訳［2011］「多様性とイノベーション」マグロヒル・エデュケ－ショ
ン
山下真弥［2009］「ハーフはなぜ才能を発揮するのか」PHP新書
≪生物の進化関連≫
宮田隆氏［2014］「分子からみた生物進化」講談社
中野信子［2014］「脳内麻薬」冬幻舎
ジェームス・D・ワトソン［2012］「二重らせん」講談社
杉春夫［2012］「人類はなぜ短期間で進化できたのか」平凡社
D.サダウィ他著，石崎泰樹他訳［2010］「大学生物学の教科書　第２版分子遺伝学」講談社
 （2014年９月１日　受理）
